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１．はじめに

　私が現在所属している保全事業部七尾保守センタは平

成23年６月に発足しました。この年より北陸エリアで

はNTT様より保守業務受託が始まり、現在、北陸電話

工事では金沢エリア・七尾エリア・富山エリア・高岡エ

リアの４エリアで保守業務を行っています。業務内容と

してはアクセス保守業務に始まり宅内保守、電柱点検、

工事立会、NTT設備敷地占用調査など多岐にわたり業

務は拡大しています（図１）。

　私は平成25年４月に金沢保守センタに配属されまし

た。それまでは建設工事の現場代理人などに従事してお

り、保守現場の経験はなかったのですが、若手リーダー

として保守業務への配属になり、その技術は現場での先

輩社員からの指導やITEA研修などにより学びました。

　しかし、新たな部署であるため業務に従事する中でさ

まざまな課題があり、今回はその課題に対し取り組んだ

事項について紹介いたします。

２．ガス漏洩孔探索修理の取組み

　配属後、最初に従事した業務がガスケーブル漏洩孔の

探索でした。NTTビルで敷設された地下ケーブルには

局内に設置された乾燥空気供給装置より乾燥空気が送ら

れており外部からの湿気の侵入を防ぎ、回線故障を発生

させない仕組みとなっています。また、ケーブル接続点

にはガス圧力発信器が設置されており、常時、接続点内

部圧を事務所のガスワークステーションに転送し異常値

がないか監視しています。

北地　護さん

図１　保守センタ業務内容

　漏洩孔が発生しガス圧が降下した時は、ガスワークス

テーションにて警報が発出され、その情報を元に故障箇

所（漏洩箇所）の探索をします。探索にはケーブルに設

置された圧力発信機のデータをもとにグラフ化し漏洩箇

所を予測します（図２）。
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３．レガシー設備修理の課題

　先輩社員（技術指導員）と若手社員では漏洩孔の探索

時間（修理時間）に大きな差がありました。若手社員は

技術指導員の漏洩孔探索時間と比べ約1.5倍を要してい

ました。その要因は業務知識と長年培った現場経験など

のスキル差でした。例えばケーブルの心線径や心線数、

分岐状況、ケーブル種類によって乾燥空気の流れ方が違

うなど、漏洩箇所の予測を見誤り、発見に多く時間を掛

けてしまう事がありました。技術指導員はそのような事

象も熟知したうえで探索するため時間の差は大きいもの

でした。また、乾燥空気を供給する装置の仕組みもよく

理解しておらず、若手社員は修理までの時間を多く要し

ていました。そういう技術を持った技術指導員も高齢化

により多くの方が退職され、高い技術スキルをどうやっ

て引き継ぐかが課題でした。

４．レガシー設備修理技術のノウハウ

　技術指導員は独自でいろいろなノウハウを持っていま

したが、それらを記録したものはありませんでした。そ

のため、そのノウハウを残す目的で、現場に同行し、そ

れぞれの設備ごとの対応方法や故障位置の導き方を聞き

出すことにしました。

＜漏洩孔（ピンホール）探索＞

　マンホール内にはさまざまな設備があり、漏洩孔探索

では設備ごとに石鹸水を付ける位置や付け方にコツがあ

ることを知りました（写真１）。接続部分の構造を理解

したうえで石鹸水を付けなければ漏洩箇所は発見できま

せん。また、過去の修理事例（経験）を参考にイレギュ

ラーな箇所からも漏洩するという知識が早期発見にもつ

ながっていました。

＜ガス供給装置の修理＞

　ガス供給装置に関しても同様に現場で聞取りをしなが

ら修理を行いました。「装置」という名前だけで私自身

が複雑に思い敬遠していたことや、装置やセンサ本体の

故障件数も少ないため、経験する機会も少なく、技術指

導員まかせとなっていました。私は供給装置を理解する

ため、１年に１度実施する各ビルの装置点検を自ら実施

することにしました（写真２）。技術指導員が主体的に

実施するのではなく、私自身が行い、可能な限り装置に

触れる機会を増やしました。その結果、ガス供給装置の

構造やガスの流れ特性を理解することができました。実

際の故障修理には多少時間は掛かりましたが、流量発信

図２　ガスグラフ

写真１　石鹸水による漏洩孔探索

写真２　ガス供給装置点検作業
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いました。研修会後、実業務に従事してもらい１カ月後

に再度集まってもらいました。その中で「こんな現場が

あったが、こういうときはどうすればいいか？」「この

部分をもっと詳細に教えてほしい」という声がありまし

た。研修時は実設備に触れておらず理解し難い部分が

あったと思います。現場設備とマニュアルを照らし合わ

せた時に初めて理解（納得）できた事や新たな疑問が生

まれたと思います。彼らの疑問点に対しできる限り応え

ましたが、私自身が分からない事は一緒に調べる事で自

身の理解度も深める事ができました。このようにノウハ

ウを水平展開したことで、技術指導員と同等の時間で作

業ができるようになりました。

　このマニュアル作成と研修会を開く事で、「現場で実

設備に触れ、自ら作業を行う事がいかに大切か！」と知

識と実践の重要性を実感しました。模擬設備で練習する

だけでなく「現場に同行し故障修理を行う」までを指導

する事で、より理解度が深まりました（写真４）。また、

各作業員と研修会を通しコミュニケーションを図る事で

部署全体の技術力の底上げにつながると感じました。

６．保守拠点ごとの特色

　私は平成30年７月に七尾保守センタに配属となりま

した（図３）。同じ保守業務の部署ではありますが、エ

リアが違うことで業務方法にもいくつかの違いがありま

す。アクセス保守と宅内保守が同じ事務所でお互いを補

完しながら業務をしている点や地理的に能登半島は突き

写真３　研修会模様

器や流量計の修理、装置の故障箇所の切り分けなどを習

得することができました。

　印象に残っている故障は、金沢本局ビルでガス供給装

置が停止し、地下ケーブル90本へのガス供給が停止し

てしまった事です。技術指導員から教えていただいた言

葉や修理方法・技術によって、何とか１人で技術指導員

の復旧時間とあまり変わらない時間内で修理する事がで

きました。ケーブル条数が多くガス圧力低下による浸水

でお客様に影響が出るのではないかと張り詰めた現場で

作業したことを覚えています。

＜マニュアルの作成＞

　これらの経験や情報をまとめ、漏洩孔の修理事例を記

載した「ガス漏洩孔修理マニュアル」を作成しました。

作成の中で強く意識したのは「原因を追究する」という

事です。漏洩孔の探索やガス供給装置の修理をする際、

真の原因を発見しなければ事象は再発するという事で

す。実際に修理後３カ月で再発したケースがありまし

た。見落としていた部分が要因でした。真の原因を発見

し、その状況に応じた修理を行う事で早期復旧や品質向

上につながると思っています。

５．レガシー設備修理技術の継承

　自分自身が学んだ保守技術を若手社員へ伝えるため、

研修会（マニュアル説明会）を開催しました（写真３）。

机上ですがマニュアルを用い詳細な説明をしました。表

面的には理解しているようですが理解度は浅いように思

写真４　MH内での漏洩孔探索指導
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きることで効率的に復旧時間の短縮を図っています。

　それぞれの保守エリアで特色があり、その環境や設備

状況に応じた対策や育成を行っていかなければならない

事を改めて実感できました。

７．おわりに

　NTT様より委託されている保全業務は年々増加して

おり保全部門に対する期待も大きくなっています。そん

な中で設備の経年劣化も進み、レガシー系設備の保全技

術は必須となっています。これらの設備の品質を維持す

るには技術者の育成が急務となっており、求められる技

術者像は１つの技術に特化したスペシャリストではな

く、あらゆる設備故障に対応できる複合技術者です。設

備ごとに担当者を分けず、いろいろな故障に対応するこ

とができれば、復旧時間の短縮につながると考えます。

また、育成・指導するのは技術だけではなく、安全に対

する考え方や行動も含まれています。作業内容で危険ポ

イントがどこにあるかを意識させ、事故を未然に防ぐ事

も技術指導者の大きな役割と考えています。

　私はこれからも設備保全業務に従事する事に誇りを

持って、リーダーとして多くの保守技術者の育成に携

わっていきたいと思っています。

出た縦長な地形であるため、移動時間が長い事です。作

業員も少なく技術に偏りがあれば、次の故障現場への到

着にも遅れが発生します。そのため、私のセンタではア

クセス保守と宅内保守のどちらにも精通した技術者（複

合技術者）の育成を積極的に行っており、現在数名の複

合技術者がいます。いろいろな故障に一人称で対応がで

図３　保守体制エリア別地図（石川県）


